
　　　　　　  美術館で、山歩き
9月15日（水）～2022年1月23日（日）
新潟市の山といえば、角田山や弥彦山が思い浮かぶで
しょうか。視野を広げてみると、新潟県には多くの山があ
ることに気付きます。当館の
コレクションにも山を描いた
作品がいろいろ！実在する山
から空想の山河まで。展示室
のなかで、一風変わった山歩
き気分をぜひ味わいに来てく
ださい▲

（担当学芸員　児矢野あゆみ）

〒951-8556  新潟市中央区西大畑町5191-9
TEL.025-223-1622／FAX.025-228-3051

■アクセスマップ
★無言館―遺された絵画からのメッセージ―
	 4月10日（土）―6月6日（日）
★ 25周年記念 るろうに剣心展
	 6月19日（土）―8月29日（日）
★第53回新潟市美術展
	 10月13日（水）―10月17日（日）　前期
	 10月20日（水）―10月24日（日）　後期
★第49回新潟県芸術美術展（芸展）
　10月30日（土）―11月	4	日（木）　前期展
　11月	6	日（土）―11月11日（木）　中期展
　11月13日（土）―11月18日（木）　後期展
★生誕110年 香月泰男展
	 11月27日（土）―2022年1月23日（日）
★LOVE&LIFE コレクションより愛をこめて
	 2月26日（土）―3月27日（日）

■今年度の展覧会

バスで「古町」下車、徒歩10分
■交通案内
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本号では美術館の最近の様子を取り上げました。新たな感染症の拡大を受け、当館
も臨時休館をせざるを得なかった2020年。改めて振り返ってみると、教育普及活動
の縮小が余儀なくされる中で、ラウンジＮの活用方法、協力会ボランティアの活動の
在り方など、コロナ禍でもできること、今だからこそやるべきことを考えて新しい美術
館の在り方を模索した1年でした。今後もWaveを通して、美術館の明るい今をお届
けしていければと思います。 （学芸員　関戸愛莉）

岡本信治郎は、東京都神田に生まれ、
東京都立日本橋高校を卒業後、中小
企業を転 と々したのちに、凸版印刷に
入社。そこでアートディレクターとして勤務するかたわら、
独学でイラストレーション風の作品を描き続け、1964年
に長岡現代美術館賞展で大賞を受賞しました。当館では、
1988年に個展『絵画は笑う　岡本信治郎の世界展　東
京少年』を開催しています。
本作はその際に寄贈いただいた2点1組の作品で、喜劇
王のエノケンこと榎本健一（1904-1970）を自身になぞら
えた自画像です。岡本は中学生の頃に見知らぬ男から「お
前、エノケンに似ているなあ」と言われたことがきっかけ
で、自画像に「エノケン」という他者が取り込まれるように
なりました。岡本は東京下町での幼少期における体験や
大衆的な文化（ひと・もの・こと）を創作対象としており、そ
れらを明るく混じり気のない色彩とデフォルメされた単純
明快な線描で表現しています。この「エノケン的他者」を
介する自画像は、そのような岡本の作風があらわれた作
品の一つといえます。 （担当学芸員　岡村秀美）

編集後記

4／ 9 ～8／29は、午前9時30分～午後6時
9／15～3／27は、午前9時30分～午後5時
※観覧券の販売は閉館30分前まで

■開館時間

詳細はチラシや美術館ホームページをご覧ください。
■休 館 日

www.ncam.jp 新潟市美術館

岡本信治郎　《エノケン的自画像》　1983年（2点組の1）

特　集

インタビュー

コレクション展のみどころ！！ 表紙｜作品と作家◯32

《エノケン的自画像》 1983年
岡本信治郎 おかもとしんじろう（1933-2020）
アクリル、カンバス（2点組の1）　1988年度寄贈

出品作品を
いくつか
ご紹介

コレクションより愛をこめて

新潟市美術館協力会新潟市美術館協力会

ラウンジNの
「きままプログラム」が
再開しました！

特  集

美術と美術館を愛する市民の集い「新潟市美術館協力会」は、2021年に27周年を
迎えます。会報発行や創作講座、研修旅行など会員向け自主事業の企画運営ととも
に、ボランティア活動を通じて、新潟市美術館の事業を支えてくださっています。

2020年は、新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため多くの活動を中止・延期した一方で、こん
な時だからこそできたこともありました。

（担当学芸員　上池仁子）

本展では新潟市美術館と新潟市新津美術館の
所蔵品より、LOVEとLIFEをテーマに約130点を
紹介します。普段なかなか見ることのできない作
品も多数登場！市美・新津美のより一体的な活
動への第一歩として、お互いのコレクションを
有効に活用していきます。感染症の拡大により他
者とのコミュニケーションの在り方や暮らし方そ
のものが刻 と々変化する今、展覧会を通して様々
な愛と命のかたちに触れてみませんか？

（担当学芸員　関戸愛莉）

その場で誰でも気軽に参加できる、ミニワークショップ
「きままプログラム」。感染症拡大防止のため昨年度は
お休みしていましたが、研修講座支援部の皆さんにご
協力いただき、3月22日の試作品作り、4月26日の準備
を経て、4月27日、1年越しに再開しました。今年度第一
弾は「気になる“顔”を描いてみよう！」。丸い紙皿やコー
スターに描いた色んな顔が集まっています。ご来館の
際はラウンジNも覗いてみて下さい。
  （担当学芸員　菅沼　楓）

協力会は事務局以外の活動を一時休止。

戦没画学生の絵ばかりを集めた内容に、準備段階で
は、初めこそ涙なくしては向き合えなかったです。しか
し作品を見続けるうち、これでもかとばかりに画面に横
溢する彼らの若いエネルギーを感じるように。若いっ
て、鋭くて儚くて輝いて
います。人生も個性も
異なる60名余りの画家
による、元気いっぱいな
約130点を、お互いに
喧嘩しないように展示
室に並べるのは至難の
業でした。彼らが生きて
いたら、展示に満足し
てもらえたでしょうか。
（担当学芸員　星野立子
〈新潟市新津美術館〉）

映画化でも話題の『る
ろうに剣心-明治剣客
浪漫譚-』。たかが漫画
というなかれ、日本の
政体が大きく変わり、
何が正しく、何を信じ
ればよいのか激しく揺
れ動いた幕末・明治の
人々の生き方を、華麗なアクションと（実は）骨太な歴史
観で描いたスケールの大きな作品です。ヒロインたちの
繊細な恋心にもご注目。新潟の地名をちりばめた、登場
人物の名前にちなんだ『るろ剣キャラめぐり』企画にも挑
戦してね。"るろ剣"マニアも、知らなかった人も、どうぞ
お見逃しなく！  （担当学芸員　荒井直美）

今年度の企画展　担当学芸員のひとこと今年度の企画展　担当学芸員のひとこと

①宮嶋美明《蝕》1981年
②宮嶋美明《遠い空》1984年
③小柳耕司《森の朝》1983年
④猪爪彦一《祖父のたまご》1996年
⑤草間彌生《自画像》1995年
⑥草間彌生《南瓜》（左から小、中、大）1983年、1985年、1985年
⑦草間彌生《銀の靴》2005年
⑧式場庶謳子《古代のヒト（母と子）》1998年、新潟市新津美術館蔵
⑨式場庶謳子《おどるいにしえびと》1995年、新潟市新津美術館蔵
⑩穂苅春雄《聖地》1997年、新潟市新津美術館蔵
⑪坂口綱男《安吾のいる風景―礼拝堂》撮影：1982年 プリント：1983年、
　新潟市新津美術館蔵

協力会事務局のみなさん。野外彫刻・峯田義郎《部屋の午後（一人）》を囲んで。（2021年6月撮影）

月に1回勉強会も続けています 蔵書印の確認作業

新型コロナウイルス感染症対策を講じながら、美術館は元気に開館しています！
さてさて、今日はどんな活動を展開しているのでしょうか？
本号では、美術館の心強いサポーター、新潟市美術館協力会の活動を中心に、
2020年から現在にかけてのできごとをご紹介します。

新たな学芸員が仲間入り

菅沼　楓

４月から新潟市美術館の一員となりました、菅沼と申します。秋田県出身
の私ですが、新潟とのつながりは遡ることなんと500年前（!!）どうやら祖先
は新潟から日本海をどんぶらこと北上し、秋田に流れ着いたのだそう。悠
久の時を経て、自分のルーツの場所に引き寄せられたことにご縁を感じて
います。みなさまに支えられながら精一杯頑張り、楽しんでいきたいと思い
ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

25周年記念
るろうに剣心展

生誕110年 香月泰男展
11月27日（土）～2022年1月23日（日）

無言館
―遺された絵画からのメッセージ―
4月10日（土）～6月6日（日）

従軍・抑留体験を描いた「シベリア・シリーズ」全57点には、それぞれ画家による解説
が添えられています。抽象的な描写を補う言葉には、飢えや寒さに倒れた戦友への鎮
魂や、生まれ育った山口県三隅への望郷の想い、そして、苛酷な日々にも持ち続けた創
作への意欲が滲み出ています。会場では、画家の言葉にも耳を傾けてお楽しみ下さい。

（担当学芸員　上池仁子）

「・・・いっそのこと自分はアリになって、穴の底から青空だけを見てくらしたい。深い穴
の底から見上げると、空には真昼でも星が見えるのだそうな。・・・」

（《青の太陽》解説より抜粋）

興梠武 《編みものする婦人》 無言館蔵

《青の太陽》1948年、
シベリア・シリーズ、山口県立美術館蔵

当時7歳の妹が描いてくれました。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため展覧会が中止や延期となる場合があります。

©和月伸宏／集英社

おもなボランティア活動

展覧会ポスターやチラシの封筒詰めと、地域への配布を行う「広報支援部」。

新聞の美術関連記事等を整理する「資料整理部」。

「作品解説部」は、来館者向けにコレクション展を案内する「ふれあい美術館ガイド」を担当。

開館中だれでも気軽に遊べるワークショップ「きままプログラム」の企画・準備を手伝う
「研修講座支援部」。

2020年3月14日

全館臨時休館。
4月25日～5月11日

「ふれあい美術館ガイド」を休止中の作品解説部
が、月に1度の作品勉強会を再開。
希望者7名が、コレクション展展示作品から1点選
んで、400文字程度の解説文執筆に初挑戦するこ
とになりました。お客さんの反応を見ながらおしゃ
べりする普段の活動とは勝手が違い、溢れる思い
と少ない文字数のギャップに苦戦するメンバー。最
後には、作品への素朴な疑問や、個人的な思い出、
自画像のイケメンぶり等々、幅広い話題を盛り込ん
だ解説文が仕上がり、展示室で公開しました。

9月～12月
感染対策のルールを定めて、広報支援部や資料整
理部など、一般来館者に接しない活動を再開。

7月下旬～

2020年3月から本の閲覧を休止していた「本のラ
ウンジ」。閲覧再開の準備に、資料整理部の力を
借りることになりました。
新しい本に美術館の蔵書印を押したり、選びやす
い配置に整えたり。重たい美術図書を扱うのは重
労働ですが、チームプレーで楽しみながら取り組
んでくださいました。6月の閲覧再開後も、書棚の
日常整理を行っています。

2021年4月～6月中旬

2022年2月26日土～3月27日日

市 美＋新 津 美

常設展示室＆
企画展示室を

使った全館展示！

6月19日（土）
～8月29日（日）

研修講座支援部も大活躍！！
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　　　　　　  顔、あつめました！
4月24日（土）～8月29日（日）
当館のコレクションから「顔」や「顔のようなもの」を描い
た作品をあつめました。作家による多様な表現を「顔」
を通じてお楽しみください。あわせて、新潟市出身の作家
「熊谷喜代治」も特集します。作家のご遺族よりお借りし
た油彩画やガラス絵のほか、スケッチブックなどの貴重
な資料も展示！こちらもぜひお見逃しなく。 

（担当学芸員　岡村秀美）

美術館の、今日この頃
LOVE＆LIFE展 出品作家　木下晋
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大矢紀《風韻》 1985年
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特  集

美術と美術館を愛する市民の集い「新潟市美術館協力会」は、2021年に27周年を
迎えます。会報発行や創作講座、研修旅行など会員向け自主事業の企画運営ととも
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2020年は、新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため多くの活動を中止・延期した一方で、こん
な時だからこそできたこともありました。

（担当学芸員　上池仁子）

本展では新潟市美術館と新潟市新津美術館の
所蔵品より、LOVEとLIFEをテーマに約130点を
紹介します。普段なかなか見ることのできない作
品も多数登場！市美・新津美のより一体的な活
動への第一歩として、お互いのコレクションを
有効に活用していきます。感染症の拡大により他
者とのコミュニケーションの在り方や暮らし方そ
のものが刻 と々変化する今、展覧会を通して様々
な愛と命のかたちに触れてみませんか？

（担当学芸員　関戸愛莉）

その場で誰でも気軽に参加できる、ミニワークショップ
「きままプログラム」。感染症拡大防止のため昨年度は
お休みしていましたが、研修講座支援部の皆さんにご
協力いただき、3月22日の試作品作り、4月26日の準備
を経て、4月27日、1年越しに再開しました。今年度第一
弾は「気になる“顔”を描いてみよう！」。丸い紙皿やコー
スターに描いた色んな顔が集まっています。ご来館の
際はラウンジNも覗いてみて下さい。
  （担当学芸員　菅沼　楓）

協力会は事務局以外の活動を一時休止。

戦没画学生の絵ばかりを集めた内容に、準備段階で
は、初めこそ涙なくしては向き合えなかったです。しか
し作品を見続けるうち、これでもかとばかりに画面に横
溢する彼らの若いエネルギーを感じるように。若いっ
て、鋭くて儚くて輝いて
います。人生も個性も
異なる60名余りの画家
による、元気いっぱいな
約130点を、お互いに
喧嘩しないように展示
室に並べるのは至難の
業でした。彼らが生きて
いたら、展示に満足し
てもらえたでしょうか。
（担当学芸員　星野立子
〈新潟市新津美術館〉）

映画化でも話題の『る
ろうに剣心-明治剣客
浪漫譚-』。たかが漫画
というなかれ、日本の
政体が大きく変わり、
何が正しく、何を信じ
ればよいのか激しく揺
れ動いた幕末・明治の
人々の生き方を、華麗なアクションと（実は）骨太な歴史
観で描いたスケールの大きな作品です。ヒロインたちの
繊細な恋心にもご注目。新潟の地名をちりばめた、登場
人物の名前にちなんだ『るろ剣キャラめぐり』企画にも挑
戦してね。"るろ剣"マニアも、知らなかった人も、どうぞ
お見逃しなく！  （担当学芸員　荒井直美）

今年度の企画展　担当学芸員のひとこと今年度の企画展　担当学芸員のひとこと

①宮嶋美明《蝕》1981年
②宮嶋美明《遠い空》1984年
③小柳耕司《森の朝》1983年
④猪爪彦一《祖父のたまご》1996年
⑤草間彌生《自画像》1995年
⑥草間彌生《南瓜》（左から小、中、大）1983年、1985年、1985年
⑦草間彌生《銀の靴》2005年
⑧式場庶謳子《古代のヒト（母と子）》1998年、新潟市新津美術館蔵
⑨式場庶謳子《おどるいにしえびと》1995年、新潟市新津美術館蔵
⑩穂苅春雄《聖地》1997年、新潟市新津美術館蔵
⑪坂口綱男《安吾のいる風景―礼拝堂》撮影：1982年 プリント：1983年、
　新潟市新津美術館蔵

協力会事務局のみなさん。野外彫刻・峯田義郎《部屋の午後（一人）》を囲んで。（2021年6月撮影）

月に1回勉強会も続けています 蔵書印の確認作業

新型コロナウイルス感染症対策を講じながら、美術館は元気に開館しています！
さてさて、今日はどんな活動を展開しているのでしょうか？
本号では、美術館の心強いサポーター、新潟市美術館協力会の活動を中心に、
2020年から現在にかけてのできごとをご紹介します。

新たな学芸員が仲間入り

菅沼　楓

４月から新潟市美術館の一員となりました、菅沼と申します。秋田県出身
の私ですが、新潟とのつながりは遡ることなんと500年前（!!）どうやら祖先
は新潟から日本海をどんぶらこと北上し、秋田に流れ着いたのだそう。悠
久の時を経て、自分のルーツの場所に引き寄せられたことにご縁を感じて
います。みなさまに支えられながら精一杯頑張り、楽しんでいきたいと思い
ますので、どうぞよろしくお願いいたします。

25周年記念
るろうに剣心展

生誕110年 香月泰男展
11月27日（土）～2022年1月23日（日）

無言館
―遺された絵画からのメッセージ―
4月10日（土）～6月6日（日）

従軍・抑留体験を描いた「シベリア・シリーズ」全57点には、それぞれ画家による解説
が添えられています。抽象的な描写を補う言葉には、飢えや寒さに倒れた戦友への鎮
魂や、生まれ育った山口県三隅への望郷の想い、そして、苛酷な日々にも持ち続けた創
作への意欲が滲み出ています。会場では、画家の言葉にも耳を傾けてお楽しみ下さい。

（担当学芸員　上池仁子）

「・・・いっそのこと自分はアリになって、穴の底から青空だけを見てくらしたい。深い穴
の底から見上げると、空には真昼でも星が見えるのだそうな。・・・」

（《青の太陽》解説より抜粋）

興梠武 《編みものする婦人》 無言館蔵

《青の太陽》1948年、
シベリア・シリーズ、山口県立美術館蔵

当時7歳の妹が描いてくれました。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため展覧会が中止や延期となる場合があります。

©和月伸宏／集英社

おもなボランティア活動

展覧会ポスターやチラシの封筒詰めと、地域への配布を行う「広報支援部」。

新聞の美術関連記事等を整理する「資料整理部」。

「作品解説部」は、来館者向けにコレクション展を案内する「ふれあい美術館ガイド」を担当。

開館中だれでも気軽に遊べるワークショップ「きままプログラム」の企画・準備を手伝う
「研修講座支援部」。

2020年3月14日

全館臨時休館。
4月25日～5月11日

「ふれあい美術館ガイド」を休止中の作品解説部
が、月に1度の作品勉強会を再開。
希望者7名が、コレクション展展示作品から1点選
んで、400文字程度の解説文執筆に初挑戦するこ
とになりました。お客さんの反応を見ながらおしゃ
べりする普段の活動とは勝手が違い、溢れる思い
と少ない文字数のギャップに苦戦するメンバー。最
後には、作品への素朴な疑問や、個人的な思い出、
自画像のイケメンぶり等々、幅広い話題を盛り込ん
だ解説文が仕上がり、展示室で公開しました。

9月～12月
感染対策のルールを定めて、広報支援部や資料整
理部など、一般来館者に接しない活動を再開。

7月下旬～

2020年3月から本の閲覧を休止していた「本のラ
ウンジ」。閲覧再開の準備に、資料整理部の力を
借りることになりました。
新しい本に美術館の蔵書印を押したり、選びやす
い配置に整えたり。重たい美術図書を扱うのは重
労働ですが、チームプレーで楽しみながら取り組
んでくださいました。6月の閲覧再開後も、書棚の
日常整理を行っています。

2021年4月～6月中旬

2022年2月26日土～3月27日日

市 美＋新 津 美

常設展示室＆
企画展示室を

使った全館展示！

6月19日（土）
～8月29日（日）

研修講座支援部も大活躍！！

②

①

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

　　　　　　  顔、あつめました！
4月24日（土）～8月29日（日）
当館のコレクションから「顔」や「顔のようなもの」を描い
た作品をあつめました。作家による多様な表現を「顔」
を通じてお楽しみください。あわせて、新潟市出身の作家
「熊谷喜代治」も特集します。作家のご遺族よりお借りし
た油彩画やガラス絵のほか、スケッチブックなどの貴重
な資料も展示！こちらもぜひお見逃しなく。 

（担当学芸員　岡村秀美）

美術館の、今日この頃
LOVE＆LIFE展 出品作家　木下晋

コレクションⅠ

コレクションⅡ

大矢紀《風韻》 1985年



　　　　　　  美術館で、山歩き
9月15日（水）～2022年1月23日（日）
新潟市の山といえば、角田山や弥彦山が思い浮かぶで
しょうか。視野を広げてみると、新潟県には多くの山があ
ることに気付きます。当館の
コレクションにも山を描いた
作品がいろいろ！実在する山
から空想の山河まで。展示室
のなかで、一風変わった山歩
き気分をぜひ味わいに来てく
ださい▲

（担当学芸員　児矢野あゆみ）

〒951-8556  新潟市中央区西大畑町5191-9
TEL.025-223-1622／FAX.025-228-3051

■アクセスマップ
★無言館―遺された絵画からのメッセージ―
	 4月10日（土）―6月6日（日）
★ 25周年記念 るろうに剣心展
	 6月19日（土）―8月29日（日）
★第53回新潟市美術展
	 10月13日（水）―10月17日（日）　前期
	 10月20日（水）―10月24日（日）　後期
★第49回新潟県芸術美術展（芸展）
　10月30日（土）―11月	4	日（木）　前期展
　11月	6	日（土）―11月11日（木）　中期展
　11月13日（土）―11月18日（木）　後期展
★生誕110年 香月泰男展
	 11月27日（土）―2022年1月23日（日）
★LOVE&LIFE コレクションより愛をこめて
	 2月26日（土）―3月27日（日）

■今年度の展覧会

バスで「古町」下車、徒歩10分
■交通案内

美術館だより
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本号では美術館の最近の様子を取り上げました。新たな感染症の拡大を受け、当館
も臨時休館をせざるを得なかった2020年。改めて振り返ってみると、教育普及活動
の縮小が余儀なくされる中で、ラウンジＮの活用方法、協力会ボランティアの活動の
在り方など、コロナ禍でもできること、今だからこそやるべきことを考えて新しい美術
館の在り方を模索した1年でした。今後もWaveを通して、美術館の明るい今をお届
けしていければと思います。 （学芸員　関戸愛莉）

岡本信治郎は、東京都神田に生まれ、
東京都立日本橋高校を卒業後、中小
企業を転 と々したのちに、凸版印刷に
入社。そこでアートディレクターとして勤務するかたわら、
独学でイラストレーション風の作品を描き続け、1964年
に長岡現代美術館賞展で大賞を受賞しました。当館では、
1988年に個展『絵画は笑う　岡本信治郎の世界展　東
京少年』を開催しています。
本作はその際に寄贈いただいた2点1組の作品で、喜劇
王のエノケンこと榎本健一（1904-1970）を自身になぞら
えた自画像です。岡本は中学生の頃に見知らぬ男から「お
前、エノケンに似ているなあ」と言われたことがきっかけ
で、自画像に「エノケン」という他者が取り込まれるように
なりました。岡本は東京下町での幼少期における体験や
大衆的な文化（ひと・もの・こと）を創作対象としており、そ
れらを明るく混じり気のない色彩とデフォルメされた単純
明快な線描で表現しています。この「エノケン的他者」を
介する自画像は、そのような岡本の作風があらわれた作
品の一つといえます。 （担当学芸員　岡村秀美）

編集後記

4／ 9 ～8／29は、午前9時30分～午後6時
9／15～3／27は、午前9時30分～午後5時
※観覧券の販売は閉館30分前まで

■開館時間

詳細はチラシや美術館ホームページをご覧ください。
■休 館 日

www.ncam.jp 新潟市美術館

岡本信治郎　《エノケン的自画像》　1983年（2点組の1）

特　集

インタビュー

コレクション展のみどころ！！ 表紙｜作品と作家◯32

《エノケン的自画像》 1983年
岡本信治郎 おかもとしんじろう（1933-2020）
アクリル、カンバス（2点組の1）　1988年度寄贈

出品作品を
いくつか
ご紹介
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新潟市美術館協力会新潟市美術館協力会

ラウンジNの
「きままプログラム」が
再開しました！
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美術と美術館を愛する市民の集い「新潟市美術館協力会」は、2021年に27周年を
迎えます。会報発行や創作講座、研修旅行など会員向け自主事業の企画運営ととも
に、ボランティア活動を通じて、新潟市美術館の事業を支えてくださっています。

2020年は、新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため多くの活動を中止・延期した一方で、こん
な時だからこそできたこともありました。
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有効に活用していきます。感染症の拡大により他
者とのコミュニケーションの在り方や暮らし方そ
のものが刻 と々変化する今、展覧会を通して様々
な愛と命のかたちに触れてみませんか？
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その場で誰でも気軽に参加できる、ミニワークショップ
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（担当学芸員　上池仁子）

「・・・いっそのこと自分はアリになって、穴の底から青空だけを見てくらしたい。深い穴
の底から見上げると、空には真昼でも星が見えるのだそうな。・・・」

（《青の太陽》解説より抜粋）

興梠武 《編みものする婦人》 無言館蔵

《青の太陽》1948年、
シベリア・シリーズ、山口県立美術館蔵

当時7歳の妹が描いてくれました。

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため展覧会が中止や延期となる場合があります。

©和月伸宏／集英社

おもなボランティア活動

展覧会ポスターやチラシの封筒詰めと、地域への配布を行う「広報支援部」。

新聞の美術関連記事等を整理する「資料整理部」。

「作品解説部」は、来館者向けにコレクション展を案内する「ふれあい美術館ガイド」を担当。

開館中だれでも気軽に遊べるワークショップ「きままプログラム」の企画・準備を手伝う
「研修講座支援部」。

2020年3月14日

全館臨時休館。
4月25日～5月11日

「ふれあい美術館ガイド」を休止中の作品解説部
が、月に1度の作品勉強会を再開。
希望者7名が、コレクション展展示作品から1点選
んで、400文字程度の解説文執筆に初挑戦するこ
とになりました。お客さんの反応を見ながらおしゃ
べりする普段の活動とは勝手が違い、溢れる思い
と少ない文字数のギャップに苦戦するメンバー。最
後には、作品への素朴な疑問や、個人的な思い出、
自画像のイケメンぶり等々、幅広い話題を盛り込ん
だ解説文が仕上がり、展示室で公開しました。

9月～12月
感染対策のルールを定めて、広報支援部や資料整
理部など、一般来館者に接しない活動を再開。

7月下旬～

2020年3月から本の閲覧を休止していた「本のラ
ウンジ」。閲覧再開の準備に、資料整理部の力を
借りることになりました。
新しい本に美術館の蔵書印を押したり、選びやす
い配置に整えたり。重たい美術図書を扱うのは重
労働ですが、チームプレーで楽しみながら取り組
んでくださいました。6月の閲覧再開後も、書棚の
日常整理を行っています。

2021年4月～6月中旬

2022年2月26日土～3月27日日

市 美＋新 津 美

常設展示室＆
企画展示室を

使った全館展示！

6月19日（土）
～8月29日（日）

研修講座支援部も大活躍！！

②

①

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

　　　　　　  顔、あつめました！
4月24日（土）～8月29日（日）
当館のコレクションから「顔」や「顔のようなもの」を描い
た作品をあつめました。作家による多様な表現を「顔」
を通じてお楽しみください。あわせて、新潟市出身の作家
「熊谷喜代治」も特集します。作家のご遺族よりお借りし
た油彩画やガラス絵のほか、スケッチブックなどの貴重
な資料も展示！こちらもぜひお見逃しなく。 

（担当学芸員　岡村秀美）

美術館の、今日この頃
LOVE＆LIFE展 出品作家　木下晋

コレクションⅠ

コレクションⅡ

大矢紀《風韻》 1985年



「美術館は白亜紀の夢を見る」2006年
五十嵐大介「物　語り」の展示

「魔女」の原画コピーと遠山記念館所蔵の絨毯（イラン、19世紀）

　

最
近
話
題
の
美
術
マ
ン
ガ
が
あ
り
ま
す
。
何
を

い
ま
さ
ら
と
言
わ
れ
そ
う
で
す
が
、
山
口
つ
ば
さ
の

『
ブ
ル
ー
ピ
リ
オ
ド
』
で
す
。
評
判
を
知
っ
た
時
、

藝
大
受
験
の
話
か
、
と
す
ぐ
に
は
読
み
た
い
と
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
ク
イ
ズ
な
ど
で
特
定
の
国
立
大
学

を
も
て
は
や
す
風
潮
に
少
し
嫌
気
が
さ
し
て
い
た
か

ら
で
す
。
し
か
し
、
読
み
始
め
た
ら
引
き
込
ま
れ
ま

し
た
。
実
技
試
験
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
描
か
れ
ま
す
が
、

受
験
の
ハ
ウ
ツ
ー
本
な
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
ブ

ル
ー
ピ
リ
オ
ド
」
と
い
え
ば
ピ
カ
ソ
の
「
青
の
時
代
」

で
す
が
、
青
春
時
代
に
も
重
な
り
ま
す
。
個
性
豊
か

な
若
者
た
ち
が
、
進
路
や
家
族
、
芸
術
に
悩
み
な
が

ら
生
き
る
物
語
で
す
。

　

数
年
前
に
は
ま
っ
て
い
た
の
が
、
大
童
澄
瞳
の

『
映
像
研
に
は
手
を
出
す
な
！
』
で
し
た
。
こ
ち

ら
は
読
ん
で
す
ぐ
、
周
囲
に
触
れ
回
る
ほ
ど
。
す
ぐ

に
ア
ニ
メ
化
、
ド
ラ
マ
・
映
画
の
実
写
化
へ
と
展
開

さ
れ
、
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
と
く
に
湯
浅
政
明

監
督
の
ア
ニ
メ
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
な
ど

の
2
0
2
0
年
度
の
ベ
ス
ト
に
選
出
さ
れ
、
第
24

回
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
部
門

大
賞
を
受
賞
し
た
傑
作
で
す
。
内
容
は
架
空
の
時

代
、
場
所
の
高
校
生
た
ち
が
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作

る
話
で
す
が
、現
実
か
ら
妄
想
の
「
最
強
の
世
界
」

へ
と
ス
ラ
イ
ド
し
て
い
く
感
覚
が
た
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

個
人
的
な
マ
ン
ガ
体
験
を
書
く
と
き
り
が
な
い
の

で
す
が
、
石
森
章
太
郎
（
当
時
）
の
『
マ
ン
ガ
家
入

門
』（
1
9
6
8
）
を
読
ん
で
、
デ
ッ
サ
ン
が
大
事

と
書
か
れ
て
い
た
の
で
美
術
部
に
入
り
ま
し
た
。
で

す
の
で
、
美
術
よ
り
マ
ン
ガ
の
方
が
、
付
き
合
い
が

長
い
の
で
す
。

　

美
術
館
で
の
マ
ン
ガ
の
展
示
は
な
か
な
か
難
し
い

も
の
で
す
。
基
本
が
雑
誌
の
サ
イ
ズ
な
の
で
、
大

き
く
天
井
の
高
い
美
術
館
で
は
空
間
と
マ
ッ
チ
し

ま
せ
ん
。
あ
ま
り
広
く
な
く
、
天
井
も
高
く
な
い

美
術
館
の
方
が
よ
く
似
合
い
ま
す
。
加
え
て
難
し

い
の
は
、
右
か
ら
読
む
と
い
う
日
本
の
マ
ン
ガ
の
特

性
で
、
壁
の
設
置
の
仕
方
、
順
路
も
制
限
を
受
け

ま
す
。
近
年
で
は
、
手
描
き
の
原
稿
で
な
く
、
デ

ジ
タ
ル
で
作
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
何

を
ど
う
展
示
す
る
か
も
考
え
ど
こ
ろ
で
す
。

　

前
の
職
場
、
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
で
は
マ
ン
ガ

を
展
示
す
る
機
会
を
狙
っ
て
い
ま
し
た
。「
美
術
館

は
白
亜
紀
の
夢
を
み
る
」
と
い
う
展
覧
会
で
は
、
埼

玉
県
出
身
の
五
十
嵐
大
介
に
、
遠
山
記
念
館
か
ら

博
物
資
料
を
選
ん
で
も
ら
い
、
作
品
と
一
緒
に
展
示

し
ま
し
た
。
初
め
て
の
敬
愛
す
る
マ
ン
ガ
家
と
の
仕

事
で
し
た
の
で
、
と
て
も
緊
張
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。「
日
本
の
70
年
代　

1
9
6
8
│
1
9
8
2
」

で
は
、「
同
棲
時
代
」
の
上
村
一
夫
、「
ジ
ロ
が
ゆ
く
」

の
真
崎
守
と
、
学
生
時
代
に
読
ん
で
い
た
マ
ン
ガ
家

の
原
画
を
出
品
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
で

し
た
。

　

新
潟
市
で
仕
事
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
高
橋
留
美

子
、
近
藤
よ
う
こ
、
高
野
文
子
の
故
郷
だ
、
と
思
い

ま
し
た
。
大
島
弓
子
、
萩
尾
望
都
ら
を
指
す
「
昭

和
24
年
組
」
に
倣
う
な
ら
、
昭
和
32
年
組
と
呼
ん
で

み
た
い
３
人
、
県
立
新
潟
中
央
高
校
で
同
級
生
の

高
橋
留
美
子
と
近
藤
よ
う
こ
、
そ
し
て
新
津
出
身

で
県
立
新
潟
江
南
高
校
の
高
野
文
子
は
、
そ
れ
ぞ

れ
マ
ン
ガ
界
で
重
要
な
存
在
で
す
。

　

2
0
1
9
年
に
ア
ン
グ
レ
ー
ム
国
際
漫
画
祭
グ
ラ

ン
・
プ
リ
を
受
賞
し
た
高
橋
留
美
子
は
、
説
明
の

要
は
な
い
で
し
ょ
う
。こ
こ
で
自
慢
を
ひ
と
つ
。『
ビ
ッ

グ
・
ト
ゥ
モ
ロ
ウ
』
と
い
う
雑
誌
の
1
9
8
0
年
の

創
刊
号
に
「
期
待
す
る
女
性
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト

を
頼
ま
れ
、
友
人
の
編
集
者
も
知
ら
な
か
っ
た
高
橋

留
美
子
と
い
う
名
前
を
書
い
た
こ
と
で
す
。
近
藤
よ

う
こ
の
「
五
色
の
舟
」
は
、
第
18
回
文
化
庁
メ
デ
ィ

ア
芸
術
祭
マ
ン
ガ
部
門
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

津
原
泰
水
の
伝
奇
的
な
短
編
小
説
を
原
作
に
、
見

世
物
小
屋
に
身
を
寄
せ
る
異
形
の
人
た
ち
が
儚
く

描
き
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
野
文
子
は
評
論
家
、
マ

ン
ガ
家
、
美
術
関
係
者
が
言
葉
を
尽
く
し
て
絶
賛

す
る
孤
高
の
存
在
で
す
の
で
、
う
か
つ
な
言
葉
を
連

ね
る
こ
と
は
や
め
ま
す
。多
く
の
名
作
の
中
か
ら「
病

気
に
な
っ
た
ト
モ
コ
さ
ん
」。
新
潟
鉄
道
病
院
に
入

院
し
た
体
験
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
作
品
で
す

が
、
そ
の
夜
空
に
舞
う
オ
ブ
ラ
ー
ト
の
美
し
さ
を
讃

え
る
こ
と
で
終
わ
り
に
し
ま
す
。

（
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

マ
ン
ガ
と
私
と
美
術
館

前
山
裕
司  

新
潟
市
美
術
館
館
長

コレクション展Ⅲ「クンシランの記憶」

（2020/12/24～2021/4/11）では、新潟出

身の画家・佐善明（1936-91）の特集展示を

行いました。当館所蔵の佐善作品全12点の

展示にとどまらず、ご遺族のご協力を得て、あ

まり知られる機会のなかったデザインに関す

る仕事の数々をご紹介しました。さらには、佐

善明のご長男であり自身もアーティストであ

る佐善圭さんをお招きしてトークイベントを

実施！佐善明ならではのネコプリントを使っ

た絵画技法、新潟大学を卒業し故郷を離れ

てからの新潟とのつながり、圭さん自身の幼

い頃に父と訪れた新潟の思い出。当館所蔵

の《Mother’s Students（1944年）》（1986）

を、実は実家で描いていた！というエピソード

など、画家の新たな一面に迫る貴重な機会と

なりました。イベントは満員御礼！これからも、

調査研究を通して、新潟の作家たちをご紹介

してまいります。　 （担当学芸員　児矢野あゆみ）

トークイベント
『画家・佐善明の
リアリズム その画業と
新潟との関わり』
を、開催しました！

 2021年4月10日（土）

講師：佐善圭氏
（桜美林大学芸術文化学群准教授、彫刻家）

ARTIST INTERVIEW 07

質問・編集：関戸愛莉、荒井直美（新潟市美術館学芸員）

木 下　晋

アーティストにききたい、
制作と作品のこと。

LOVE＆LIFE展 出品作家

「LOVE&LIFE　コレクションより愛をこめて」　 2022年2月26日（土）→3月27日（日）

木下晋さんは、1947年富山県生まれ。22段階の濃淡を使い分けた、緻密な鉛筆画で知られています。「最後の瞽
ご ぜ

女」
と呼ばれた小林ハルさん、元ハンセン病患者で詩人の桜井哲夫さんなど、困難と向き合う人たちを描いた作品から
は、その力強い生き様が静かに伝わってきます。現在も、パーキンソン病を患う奥様をモデルに、制作を続けている木
下さん。例年は対面でお話を伺う「アーティストインタビュー」ですが、今回はメールを通したQ&A形式で「制作と作
品」についてお答えいただきました！

SUSUMU KINOSHITA

愛用している鉛筆は？

市内コレクター所蔵の大作2点！
本展で展示します♪

制作期間は？

先生はとても眼が良いとお聞きました。

 《100年の視力》にちなみ、

先生の視力は？

モデルについて教えてください！

印象に残っている、新潟の思い出は？

約2ヶ月間の制作期間を要して、当時視力は2.0の視力で描き挙げた。

1900年生まれのハルさん（＊）は、見え無い眼で来るべく激動の21世紀を

見据える巨人をイメージして描きました。

作品制作に欠かせない七つ道具を教え

てください。

愛こそが私の生きる軌跡であり、それを作品に落とし込んで表現するのがアー

ティストとしての姿勢であり使命は今も変わりません！

LOVE＆LIFE展は愛と命をテーマにした展覧会です。木下先生は、あらゆる

人の「力強く生きる姿」を描き続けてきたかと思いますが、先生にとって、

愛と命とは？

1969年秋、妻になる柳原君子と

出会って間も無く、恋人になり！女神

の様に想えた時、ミケランジェロの

バチカン宮殿に在る『ローマピエタ』

をイメージして描きました。

木下先生は「ある人との出会い」を

きっかけに、作品を描かれることが

多いかと思います。《出合い》という

タイトルの意味を教えてください。

基本的には、三菱スーパーハイユニ10H～10B。 22段階濃淡を使い分ける為。

手帳にびっしりとメモをされていると聞

きましたが、どんなことをメモしている

のですか？また、いつから続けているの

ですか？ 

1970年9月北海道に行くつもりで、北陸線特急電車に乗車した。

だが車窓から見えてきた、野火の煙が立ち上る収穫期の蒲原平野は　

心細い我が身を暖かく包むかの様に思えて、衝動的に新潟駅で下車し

たのだった。

あれから半世紀を過ぎたが、今もその想いは変わら無い。

（＊） 小林ハル（1900-2005）：三味線ひとつで新潟・福島・山形を渡り歩いた盲目の女性旅芸人で、「最後の瞽女」と呼ばれた。木下さんはハ
ルさんをモデルにした作品を多数制作している。

ご ぜ

出合い & 傍観

《100年の視力》2001年、鉛筆・ケント紙、100×190cm、新潟市美術館蔵

《出合い》1970年、油彩・カンバス、
162×112cm、個人蔵

《傍観》1968年、油彩・カンバス、
162×112cm、個人蔵

出合い

『傍観』は父親違いの姉が不幸の

ドン底に居た時、弟として助ける事

も出来無く傍観せざるを得ない私

の心情を、ゴッホの娼婦クリスティヌ

を描いた『悲しみ』になぞらえイメージ

して描いた作品です。

うずくまっているように見えますが…

《傍観》の意味は？傍観

当館の
所蔵品のこと

制作には写真を使っていますか？

写真も使用します。但しモデルにしてる人物の生活状況によってケース

バイケースですね　 其も含めて創造行為の一環です！

鉛筆　、消ゴム、羽箒、物指し、カッター、電動

鉛筆削り器、画鋲、ケント紙、計算器。

作家志望の為、言の葉に拘り紙面を

文字で埋めるのは生理的現象に近く

文章内容に余り意味が無い！強いて

言うなら日記の様な携帯手帳

此は1980年～2021年その内の2006

年迄を版画にしてヒエログリフダイア

リー（熊本市現代美術館所蔵）と題

して作品化してます。

道具のこと
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最
近
話
題
の
美
術
マ
ン
ガ
が
あ
り
ま
す
。
何
を

い
ま
さ
ら
と
言
わ
れ
そ
う
で
す
が
、
山
口
つ
ば
さ
の

『
ブ
ル
ー
ピ
リ
オ
ド
』
で
す
。
評
判
を
知
っ
た
時
、

藝
大
受
験
の
話
か
、
と
す
ぐ
に
は
読
み
た
い
と
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
ク
イ
ズ
な
ど
で
特
定
の
国
立
大
学

を
も
て
は
や
す
風
潮
に
少
し
嫌
気
が
さ
し
て
い
た
か

ら
で
す
。
し
か
し
、
読
み
始
め
た
ら
引
き
込
ま
れ
ま

し
た
。
実
技
試
験
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
描
か
れ
ま
す
が
、

受
験
の
ハ
ウ
ツ
ー
本
な
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
ブ

ル
ー
ピ
リ
オ
ド
」
と
い
え
ば
ピ
カ
ソ
の
「
青
の
時
代
」

で
す
が
、
青
春
時
代
に
も
重
な
り
ま
す
。
個
性
豊
か

な
若
者
た
ち
が
、
進
路
や
家
族
、
芸
術
に
悩
み
な
が

ら
生
き
る
物
語
で
す
。

　

数
年
前
に
は
ま
っ
て
い
た
の
が
、
大
童
澄
瞳
の

『
映
像
研
に
は
手
を
出
す
な
！
』
で
し
た
。
こ
ち

ら
は
読
ん
で
す
ぐ
、
周
囲
に
触
れ
回
る
ほ
ど
。
す
ぐ

に
ア
ニ
メ
化
、
ド
ラ
マ
・
映
画
の
実
写
化
へ
と
展
開

さ
れ
、
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
と
く
に
湯
浅
政
明

監
督
の
ア
ニ
メ
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
な
ど

の
2
0
2
0
年
度
の
ベ
ス
ト
に
選
出
さ
れ
、
第
24

回
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
部
門

大
賞
を
受
賞
し
た
傑
作
で
す
。
内
容
は
架
空
の
時

代
、
場
所
の
高
校
生
た
ち
が
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作

る
話
で
す
が
、現
実
か
ら
妄
想
の
「
最
強
の
世
界
」

へ
と
ス
ラ
イ
ド
し
て
い
く
感
覚
が
た
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

個
人
的
な
マ
ン
ガ
体
験
を
書
く
と
き
り
が
な
い
の

で
す
が
、
石
森
章
太
郎
（
当
時
）
の
『
マ
ン
ガ
家
入

門
』（
1
9
6
8
）
を
読
ん
で
、
デ
ッ
サ
ン
が
大
事

と
書
か
れ
て
い
た
の
で
美
術
部
に
入
り
ま
し
た
。
で

す
の
で
、
美
術
よ
り
マ
ン
ガ
の
方
が
、
付
き
合
い
が

長
い
の
で
す
。

　

美
術
館
で
の
マ
ン
ガ
の
展
示
は
な
か
な
か
難
し
い

も
の
で
す
。
基
本
が
雑
誌
の
サ
イ
ズ
な
の
で
、
大

き
く
天
井
の
高
い
美
術
館
で
は
空
間
と
マ
ッ
チ
し

ま
せ
ん
。
あ
ま
り
広
く
な
く
、
天
井
も
高
く
な
い

美
術
館
の
方
が
よ
く
似
合
い
ま
す
。
加
え
て
難
し

い
の
は
、
右
か
ら
読
む
と
い
う
日
本
の
マ
ン
ガ
の
特

性
で
、
壁
の
設
置
の
仕
方
、
順
路
も
制
限
を
受
け

ま
す
。
近
年
で
は
、
手
描
き
の
原
稿
で
な
く
、
デ

ジ
タ
ル
で
作
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
何

を
ど
う
展
示
す
る
か
も
考
え
ど
こ
ろ
で
す
。

　

前
の
職
場
、
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
で
は
マ
ン
ガ

を
展
示
す
る
機
会
を
狙
っ
て
い
ま
し
た
。「
美
術
館

は
白
亜
紀
の
夢
を
み
る
」
と
い
う
展
覧
会
で
は
、
埼

玉
県
出
身
の
五
十
嵐
大
介
に
、
遠
山
記
念
館
か
ら

博
物
資
料
を
選
ん
で
も
ら
い
、
作
品
と
一
緒
に
展
示

し
ま
し
た
。
初
め
て
の
敬
愛
す
る
マ
ン
ガ
家
と
の
仕

事
で
し
た
の
で
、
と
て
も
緊
張
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。「
日
本
の
70
年
代　

1
9
6
8
│
1
9
8
2
」

で
は
、「
同
棲
時
代
」
の
上
村
一
夫
、「
ジ
ロ
が
ゆ
く
」

の
真
崎
守
と
、
学
生
時
代
に
読
ん
で
い
た
マ
ン
ガ
家

の
原
画
を
出
品
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
で

し
た
。

　

新
潟
市
で
仕
事
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
高
橋
留
美

子
、
近
藤
よ
う
こ
、
高
野
文
子
の
故
郷
だ
、
と
思
い

ま
し
た
。
大
島
弓
子
、
萩
尾
望
都
ら
を
指
す
「
昭

和
24
年
組
」
に
倣
う
な
ら
、
昭
和
32
年
組
と
呼
ん
で

み
た
い
３
人
、
県
立
新
潟
中
央
高
校
で
同
級
生
の

高
橋
留
美
子
と
近
藤
よ
う
こ
、
そ
し
て
新
津
出
身

で
県
立
新
潟
江
南
高
校
の
高
野
文
子
は
、
そ
れ
ぞ

れ
マ
ン
ガ
界
で
重
要
な
存
在
で
す
。

　

2
0
1
9
年
に
ア
ン
グ
レ
ー
ム
国
際
漫
画
祭
グ
ラ

ン
・
プ
リ
を
受
賞
し
た
高
橋
留
美
子
は
、
説
明
の

要
は
な
い
で
し
ょ
う
。こ
こ
で
自
慢
を
ひ
と
つ
。『
ビ
ッ

グ
・
ト
ゥ
モ
ロ
ウ
』
と
い
う
雑
誌
の
1
9
8
0
年
の

創
刊
号
に
「
期
待
す
る
女
性
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト

を
頼
ま
れ
、
友
人
の
編
集
者
も
知
ら
な
か
っ
た
高
橋

留
美
子
と
い
う
名
前
を
書
い
た
こ
と
で
す
。
近
藤
よ

う
こ
の
「
五
色
の
舟
」
は
、
第
18
回
文
化
庁
メ
デ
ィ

ア
芸
術
祭
マ
ン
ガ
部
門
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

津
原
泰
水
の
伝
奇
的
な
短
編
小
説
を
原
作
に
、
見

世
物
小
屋
に
身
を
寄
せ
る
異
形
の
人
た
ち
が
儚
く

描
き
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
野
文
子
は
評
論
家
、
マ

ン
ガ
家
、
美
術
関
係
者
が
言
葉
を
尽
く
し
て
絶
賛

す
る
孤
高
の
存
在
で
す
の
で
、
う
か
つ
な
言
葉
を
連

ね
る
こ
と
は
や
め
ま
す
。多
く
の
名
作
の
中
か
ら「
病

気
に
な
っ
た
ト
モ
コ
さ
ん
」。
新
潟
鉄
道
病
院
に
入

院
し
た
体
験
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
作
品
で
す

が
、
そ
の
夜
空
に
舞
う
オ
ブ
ラ
ー
ト
の
美
し
さ
を
讃

え
る
こ
と
で
終
わ
り
に
し
ま
す
。

（
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

マ
ン
ガ
と
私
と
美
術
館

前
山
裕
司  

新
潟
市
美
術
館
館
長

コレクション展Ⅲ「クンシランの記憶」

（2020/12/24～2021/4/11）では、新潟出

身の画家・佐善明（1936-91）の特集展示を

行いました。当館所蔵の佐善作品全12点の

展示にとどまらず、ご遺族のご協力を得て、あ

まり知られる機会のなかったデザインに関す

る仕事の数々をご紹介しました。さらには、佐

善明のご長男であり自身もアーティストであ

る佐善圭さんをお招きしてトークイベントを

実施！佐善明ならではのネコプリントを使っ

た絵画技法、新潟大学を卒業し故郷を離れ

てからの新潟とのつながり、圭さん自身の幼

い頃に父と訪れた新潟の思い出。当館所蔵

の《Mother’s Students（1944年）》（1986）

を、実は実家で描いていた！というエピソード

など、画家の新たな一面に迫る貴重な機会と

なりました。イベントは満員御礼！これからも、

調査研究を通して、新潟の作家たちをご紹介

してまいります。　 （担当学芸員　児矢野あゆみ）

トークイベント
『画家・佐善明の
リアリズム その画業と
新潟との関わり』
を、開催しました！

 2021年4月10日（土）

講師：佐善圭氏
（桜美林大学芸術文化学群准教授、彫刻家）
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質問・編集：関戸愛莉、荒井直美（新潟市美術館学芸員）

木 下　晋

アーティストにききたい、
制作と作品のこと。

LOVE＆LIFE展 出品作家

「LOVE&LIFE　コレクションより愛をこめて」　 2022年2月26日（土）→3月27日（日）

木下晋さんは、1947年富山県生まれ。22段階の濃淡を使い分けた、緻密な鉛筆画で知られています。「最後の瞽
ご ぜ

女」
と呼ばれた小林ハルさん、元ハンセン病患者で詩人の桜井哲夫さんなど、困難と向き合う人たちを描いた作品から
は、その力強い生き様が静かに伝わってきます。現在も、パーキンソン病を患う奥様をモデルに、制作を続けている木
下さん。例年は対面でお話を伺う「アーティストインタビュー」ですが、今回はメールを通したQ&A形式で「制作と作
品」についてお答えいただきました！

SUSUMU KINOSHITA

愛用している鉛筆は？

市内コレクター所蔵の大作2点！
本展で展示します♪

制作期間は？

先生はとても眼が良いとお聞きました。

 《100年の視力》にちなみ、

先生の視力は？

モデルについて教えてください！

印象に残っている、新潟の思い出は？

約2ヶ月間の制作期間を要して、当時視力は2.0の視力で描き挙げた。

1900年生まれのハルさん（＊）は、見え無い眼で来るべく激動の21世紀を

見据える巨人をイメージして描きました。

作品制作に欠かせない七つ道具を教え

てください。

愛こそが私の生きる軌跡であり、それを作品に落とし込んで表現するのがアー

ティストとしての姿勢であり使命は今も変わりません！

LOVE＆LIFE展は愛と命をテーマにした展覧会です。木下先生は、あらゆる

人の「力強く生きる姿」を描き続けてきたかと思いますが、先生にとって、

愛と命とは？

1969年秋、妻になる柳原君子と

出会って間も無く、恋人になり！女神

の様に想えた時、ミケランジェロの

バチカン宮殿に在る『ローマピエタ』

をイメージして描きました。

木下先生は「ある人との出会い」を

きっかけに、作品を描かれることが

多いかと思います。《出合い》という

タイトルの意味を教えてください。

基本的には、三菱スーパーハイユニ10H～10B。 22段階濃淡を使い分ける為。

手帳にびっしりとメモをされていると聞

きましたが、どんなことをメモしている

のですか？また、いつから続けているの

ですか？ 

1970年9月北海道に行くつもりで、北陸線特急電車に乗車した。

だが車窓から見えてきた、野火の煙が立ち上る収穫期の蒲原平野は　

心細い我が身を暖かく包むかの様に思えて、衝動的に新潟駅で下車し

たのだった。

あれから半世紀を過ぎたが、今もその想いは変わら無い。

（＊） 小林ハル（1900-2005）：三味線ひとつで新潟・福島・山形を渡り歩いた盲目の女性旅芸人で、「最後の瞽女」と呼ばれた。木下さんはハ
ルさんをモデルにした作品を多数制作している。

ご ぜ

出合い & 傍観

《100年の視力》2001年、鉛筆・ケント紙、100×190cm、新潟市美術館蔵

《出合い》1970年、油彩・カンバス、
162×112cm、個人蔵

《傍観》1968年、油彩・カンバス、
162×112cm、個人蔵

出合い

『傍観』は父親違いの姉が不幸の

ドン底に居た時、弟として助ける事

も出来無く傍観せざるを得ない私

の心情を、ゴッホの娼婦クリスティヌ

を描いた『悲しみ』になぞらえイメージ

して描いた作品です。

うずくまっているように見えますが…

《傍観》の意味は？傍観

当館の
所蔵品のこと

制作には写真を使っていますか？

写真も使用します。但しモデルにしてる人物の生活状況によってケース

バイケースですね　 其も含めて創造行為の一環です！

鉛筆　、消ゴム、羽箒、物指し、カッター、電動

鉛筆削り器、画鋲、ケント紙、計算器。

作家志望の為、言の葉に拘り紙面を

文字で埋めるのは生理的現象に近く

文章内容に余り意味が無い！強いて

言うなら日記の様な携帯手帳

此は1980年～2021年その内の2006

年迄を版画にしてヒエログリフダイア

リー（熊本市現代美術館所蔵）と題

して作品化してます。

道具のこと



「美術館は白亜紀の夢を見る」2006年
五十嵐大介「物　語り」の展示

「魔女」の原画コピーと遠山記念館所蔵の絨毯（イラン、19世紀）

　

最
近
話
題
の
美
術
マ
ン
ガ
が
あ
り
ま
す
。
何
を

い
ま
さ
ら
と
言
わ
れ
そ
う
で
す
が
、
山
口
つ
ば
さ
の

『
ブ
ル
ー
ピ
リ
オ
ド
』
で
す
。
評
判
を
知
っ
た
時
、

藝
大
受
験
の
話
か
、
と
す
ぐ
に
は
読
み
た
い
と
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
ク
イ
ズ
な
ど
で
特
定
の
国
立
大
学

を
も
て
は
や
す
風
潮
に
少
し
嫌
気
が
さ
し
て
い
た
か

ら
で
す
。
し
か
し
、
読
み
始
め
た
ら
引
き
込
ま
れ
ま

し
た
。
実
技
試
験
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
描
か
れ
ま
す
が
、

受
験
の
ハ
ウ
ツ
ー
本
な
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
ブ

ル
ー
ピ
リ
オ
ド
」
と
い
え
ば
ピ
カ
ソ
の
「
青
の
時
代
」

で
す
が
、
青
春
時
代
に
も
重
な
り
ま
す
。
個
性
豊
か

な
若
者
た
ち
が
、
進
路
や
家
族
、
芸
術
に
悩
み
な
が

ら
生
き
る
物
語
で
す
。

　

数
年
前
に
は
ま
っ
て
い
た
の
が
、
大
童
澄
瞳
の

『
映
像
研
に
は
手
を
出
す
な
！
』
で
し
た
。
こ
ち

ら
は
読
ん
で
す
ぐ
、
周
囲
に
触
れ
回
る
ほ
ど
。
す
ぐ

に
ア
ニ
メ
化
、
ド
ラ
マ
・
映
画
の
実
写
化
へ
と
展
開

さ
れ
、
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
と
く
に
湯
浅
政
明

監
督
の
ア
ニ
メ
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ズ
な
ど

の
2
0
2
0
年
度
の
ベ
ス
ト
に
選
出
さ
れ
、
第
24

回
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
部
門

大
賞
を
受
賞
し
た
傑
作
で
す
。
内
容
は
架
空
の
時

代
、
場
所
の
高
校
生
た
ち
が
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作

る
話
で
す
が
、現
実
か
ら
妄
想
の
「
最
強
の
世
界
」

へ
と
ス
ラ
イ
ド
し
て
い
く
感
覚
が
た
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

個
人
的
な
マ
ン
ガ
体
験
を
書
く
と
き
り
が
な
い
の

で
す
が
、
石
森
章
太
郎
（
当
時
）
の
『
マ
ン
ガ
家
入

門
』（
1
9
6
8
）
を
読
ん
で
、
デ
ッ
サ
ン
が
大
事

と
書
か
れ
て
い
た
の
で
美
術
部
に
入
り
ま
し
た
。
で

す
の
で
、
美
術
よ
り
マ
ン
ガ
の
方
が
、
付
き
合
い
が

長
い
の
で
す
。

　

美
術
館
で
の
マ
ン
ガ
の
展
示
は
な
か
な
か
難
し
い

も
の
で
す
。
基
本
が
雑
誌
の
サ
イ
ズ
な
の
で
、
大

き
く
天
井
の
高
い
美
術
館
で
は
空
間
と
マ
ッ
チ
し

ま
せ
ん
。
あ
ま
り
広
く
な
く
、
天
井
も
高
く
な
い

美
術
館
の
方
が
よ
く
似
合
い
ま
す
。
加
え
て
難
し

い
の
は
、
右
か
ら
読
む
と
い
う
日
本
の
マ
ン
ガ
の
特

性
で
、
壁
の
設
置
の
仕
方
、
順
路
も
制
限
を
受
け

ま
す
。
近
年
で
は
、
手
描
き
の
原
稿
で
な
く
、
デ

ジ
タ
ル
で
作
画
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
い
の
で
、
何

を
ど
う
展
示
す
る
か
も
考
え
ど
こ
ろ
で
す
。

　

前
の
職
場
、
埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
で
は
マ
ン
ガ

を
展
示
す
る
機
会
を
狙
っ
て
い
ま
し
た
。「
美
術
館

は
白
亜
紀
の
夢
を
み
る
」
と
い
う
展
覧
会
で
は
、
埼

玉
県
出
身
の
五
十
嵐
大
介
に
、
遠
山
記
念
館
か
ら

博
物
資
料
を
選
ん
で
も
ら
い
、
作
品
と
一
緒
に
展
示

し
ま
し
た
。
初
め
て
の
敬
愛
す
る
マ
ン
ガ
家
と
の
仕

事
で
し
た
の
で
、
と
て
も
緊
張
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま

す
。「
日
本
の
70
年
代　

1
9
6
8
│
1
9
8
2
」

で
は
、「
同
棲
時
代
」
の
上
村
一
夫
、「
ジ
ロ
が
ゆ
く
」

の
真
崎
守
と
、
学
生
時
代
に
読
ん
で
い
た
マ
ン
ガ
家

の
原
画
を
出
品
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
て
幸
せ
で

し
た
。

　

新
潟
市
で
仕
事
す
る
こ
と
に
な
っ
て
、
高
橋
留
美

子
、
近
藤
よ
う
こ
、
高
野
文
子
の
故
郷
だ
、
と
思
い

ま
し
た
。
大
島
弓
子
、
萩
尾
望
都
ら
を
指
す
「
昭

和
24
年
組
」
に
倣
う
な
ら
、
昭
和
32
年
組
と
呼
ん
で

み
た
い
３
人
、
県
立
新
潟
中
央
高
校
で
同
級
生
の

高
橋
留
美
子
と
近
藤
よ
う
こ
、
そ
し
て
新
津
出
身

で
県
立
新
潟
江
南
高
校
の
高
野
文
子
は
、
そ
れ
ぞ

れ
マ
ン
ガ
界
で
重
要
な
存
在
で
す
。

　

2
0
1
9
年
に
ア
ン
グ
レ
ー
ム
国
際
漫
画
祭
グ
ラ

ン
・
プ
リ
を
受
賞
し
た
高
橋
留
美
子
は
、
説
明
の

要
は
な
い
で
し
ょ
う
。こ
こ
で
自
慢
を
ひ
と
つ
。『
ビ
ッ

グ
・
ト
ゥ
モ
ロ
ウ
』
と
い
う
雑
誌
の
1
9
8
0
年
の

創
刊
号
に
「
期
待
す
る
女
性
」
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト

を
頼
ま
れ
、
友
人
の
編
集
者
も
知
ら
な
か
っ
た
高
橋

留
美
子
と
い
う
名
前
を
書
い
た
こ
と
で
す
。
近
藤
よ

う
こ
の
「
五
色
の
舟
」
は
、
第
18
回
文
化
庁
メ
デ
ィ

ア
芸
術
祭
マ
ン
ガ
部
門
大
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

津
原
泰
水
の
伝
奇
的
な
短
編
小
説
を
原
作
に
、
見

世
物
小
屋
に
身
を
寄
せ
る
異
形
の
人
た
ち
が
儚
く

描
き
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
野
文
子
は
評
論
家
、
マ

ン
ガ
家
、
美
術
関
係
者
が
言
葉
を
尽
く
し
て
絶
賛

す
る
孤
高
の
存
在
で
す
の
で
、
う
か
つ
な
言
葉
を
連

ね
る
こ
と
は
や
め
ま
す
。多
く
の
名
作
の
中
か
ら「
病

気
に
な
っ
た
ト
モ
コ
さ
ん
」。
新
潟
鉄
道
病
院
に
入

院
し
た
体
験
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
作
品
で
す

が
、
そ
の
夜
空
に
舞
う
オ
ブ
ラ
ー
ト
の
美
し
さ
を
讃

え
る
こ
と
で
終
わ
り
に
し
ま
す
。

（
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
）

マ
ン
ガ
と
私
と
美
術
館

前
山
裕
司  

新
潟
市
美
術
館
館
長

コレクション展Ⅲ「クンシランの記憶」

（2020/12/24～2021/4/11）では、新潟出

身の画家・佐善明（1936-91）の特集展示を

行いました。当館所蔵の佐善作品全12点の

展示にとどまらず、ご遺族のご協力を得て、あ

まり知られる機会のなかったデザインに関す

る仕事の数々をご紹介しました。さらには、佐

善明のご長男であり自身もアーティストであ

る佐善圭さんをお招きしてトークイベントを

実施！佐善明ならではのネコプリントを使っ

た絵画技法、新潟大学を卒業し故郷を離れ

てからの新潟とのつながり、圭さん自身の幼

い頃に父と訪れた新潟の思い出。当館所蔵

の《Mother’s Students（1944年）》（1986）

を、実は実家で描いていた！というエピソード

など、画家の新たな一面に迫る貴重な機会と

なりました。イベントは満員御礼！これからも、

調査研究を通して、新潟の作家たちをご紹介

してまいります。　 （担当学芸員　児矢野あゆみ）

トークイベント
『画家・佐善明の
リアリズム その画業と
新潟との関わり』
を、開催しました！

 2021年4月10日（土）

講師：佐善圭氏
（桜美林大学芸術文化学群准教授、彫刻家）

ARTIST INTERVIEW 07

質問・編集：関戸愛莉、荒井直美（新潟市美術館学芸員）

木 下　晋

アーティストにききたい、
制作と作品のこと。

LOVE＆LIFE展 出品作家

「LOVE&LIFE　コレクションより愛をこめて」　 2022年2月26日（土）→3月27日（日）

木下晋さんは、1947年富山県生まれ。22段階の濃淡を使い分けた、緻密な鉛筆画で知られています。「最後の瞽
ご ぜ

女」
と呼ばれた小林ハルさん、元ハンセン病患者で詩人の桜井哲夫さんなど、困難と向き合う人たちを描いた作品から
は、その力強い生き様が静かに伝わってきます。現在も、パーキンソン病を患う奥様をモデルに、制作を続けている木
下さん。例年は対面でお話を伺う「アーティストインタビュー」ですが、今回はメールを通したQ&A形式で「制作と作
品」についてお答えいただきました！

SUSUMU KINOSHITA

愛用している鉛筆は？

市内コレクター所蔵の大作2点！
本展で展示します♪

制作期間は？

先生はとても眼が良いとお聞きました。

 《100年の視力》にちなみ、

先生の視力は？

モデルについて教えてください！

印象に残っている、新潟の思い出は？

約2ヶ月間の制作期間を要して、当時視力は2.0の視力で描き挙げた。

1900年生まれのハルさん（＊）は、見え無い眼で来るべく激動の21世紀を

見据える巨人をイメージして描きました。

作品制作に欠かせない七つ道具を教え

てください。

愛こそが私の生きる軌跡であり、それを作品に落とし込んで表現するのがアー

ティストとしての姿勢であり使命は今も変わりません！

LOVE＆LIFE展は愛と命をテーマにした展覧会です。木下先生は、あらゆる

人の「力強く生きる姿」を描き続けてきたかと思いますが、先生にとって、

愛と命とは？

1969年秋、妻になる柳原君子と

出会って間も無く、恋人になり！女神

の様に想えた時、ミケランジェロの

バチカン宮殿に在る『ローマピエタ』

をイメージして描きました。

木下先生は「ある人との出会い」を

きっかけに、作品を描かれることが

多いかと思います。《出合い》という

タイトルの意味を教えてください。

基本的には、三菱スーパーハイユニ10H～10B。 22段階濃淡を使い分ける為。

手帳にびっしりとメモをされていると聞

きましたが、どんなことをメモしている

のですか？また、いつから続けているの

ですか？ 

1970年9月北海道に行くつもりで、北陸線特急電車に乗車した。

だが車窓から見えてきた、野火の煙が立ち上る収穫期の蒲原平野は　

心細い我が身を暖かく包むかの様に思えて、衝動的に新潟駅で下車し

たのだった。

あれから半世紀を過ぎたが、今もその想いは変わら無い。

（＊） 小林ハル（1900-2005）：三味線ひとつで新潟・福島・山形を渡り歩いた盲目の女性旅芸人で、「最後の瞽女」と呼ばれた。木下さんはハ
ルさんをモデルにした作品を多数制作している。

ご ぜ

出合い & 傍観

《100年の視力》2001年、鉛筆・ケント紙、100×190cm、新潟市美術館蔵

《出合い》1970年、油彩・カンバス、
162×112cm、個人蔵

《傍観》1968年、油彩・カンバス、
162×112cm、個人蔵

出合い

『傍観』は父親違いの姉が不幸の

ドン底に居た時、弟として助ける事

も出来無く傍観せざるを得ない私

の心情を、ゴッホの娼婦クリスティヌ

を描いた『悲しみ』になぞらえイメージ

して描いた作品です。

うずくまっているように見えますが…

《傍観》の意味は？傍観

当館の
所蔵品のこと

制作には写真を使っていますか？

写真も使用します。但しモデルにしてる人物の生活状況によってケース

バイケースですね　 其も含めて創造行為の一環です！

鉛筆　、消ゴム、羽箒、物指し、カッター、電動

鉛筆削り器、画鋲、ケント紙、計算器。

作家志望の為、言の葉に拘り紙面を

文字で埋めるのは生理的現象に近く

文章内容に余り意味が無い！強いて

言うなら日記の様な携帯手帳

此は1980年～2021年その内の2006

年迄を版画にしてヒエログリフダイア

リー（熊本市現代美術館所蔵）と題

して作品化してます。

道具のこと




